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だれもが安心できる良い医療と福祉を患者さん、地域の皆さんとともに力
を合わせて実現します。
その為に、私たちは、北九州地域の医療機関をはじめとするあらゆる機関・
団体との連携を強化し、地域の医療・福祉のネットワーク作りに貢献します。



院長　吉野　興一郎
　あけましておめでとうございます。皆様には健やかに新年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。院長の

吉野・総師長の西・事務長の谷口の３人で病院三役として、病院の管理運営を行なっております。日頃から当院の医

療活動にご理解とご協力をいただいております皆様に御礼を申し上げます。 

　昨年は新型コロナウィルス感染症の対応に追われた１年でした。北九州市は３月末、５月末、７月末と数ヶ月ごと

に感染の波が襲来しました。北九州市の医療体制については、市の招集する「新型コロナウイルス感染症に関する北

九州感染症連絡会」で対応を協議してきました。１～２ヶ月に１回のペースで、市の保健福祉局と市医師会・市内18

病院の院長が集まり、市内の感染の状況に応じた医療体制を調整してきました。

　当院の体制としては昨年３月11日から対策本部会議を立ち上げ、発熱や呼吸器症状がある新型コロナウイルス感染

症疑い症例（疑似症）に対応することを主な役割としました。市内の救急車の搬入件数が最も多い当院としては通常

の救急医療機能を低下させないことにも可能な限り努力してきました。４月３日から内科の１病棟の半分(29床 )を

閉鎖して感染症用の個室６床を用意し、疑似症対応の病床として看護体制を強化して運用しました。随時更新される

感染症の情報や地域の状況を確認しながら、限られた人員や感染対策物品をやり繰りし、手探りで対応してきました。

感染ピーク時は市内の感染症病床が逼迫する中、感染患者の転院搬送ができず、人工呼吸器管理が必要な重症患者を

集中治療室で診療したこともありました。肉体的精神的負担が非常に大きい中、現場の病院職員はよく奮闘してくれ

ました。

　感染が長期化する中、市から感染患者増加時の感染患者の受け入れの要請もあり、病棟再編成を行い内科の１病棟

を閉鎖して感染症病棟８床に転換し入院医療体制を強化しました。今後も感染の波が繰り返し発生する可能性が高い

と思いますが、市内の医療機関や行政と連携して、地域から求められる当院の役割を果たしていきたいと思います。

　新病院建設については一昨年９月より建設工事を継続しており、近隣の皆様につきましては、期間中は何かとご迷

惑をおかけしています。感染対策の見直しを行っており、感染症に強い病院にしたいと思います。竣工については

2021年 11月、開院については2022年３月１日を予定しています。

　最後に、皆様にとりまして幸多い年になりますよう祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。どうぞ本

年もよろしくお願いいたします。

地域から求められる役割果たし、
感染症に強い病院へ

事務長　事務長　谷口路代谷口路代 総師長　総師長　西　節代西　節代
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新病院建設トピックス
健和会と患者さんを

什器や機器の選定など建設プロジェクトも着々と
　病院建設がすすんでいくと同時に、建設プロジェクトも着々と行われ
ています。9月～10月は什器（机や椅子）、医療機器の選定のため、各業
者や職場と打ち合わせを行ってきました。患者さんの安全安楽や職員
のはたらきやすさの観点から、みなさんの意見を最大限反映できるよ
う綿密な打ち合わせをおこないながら仕様を確定していきます。

右写真は食事を病棟へ運ぶ際に使う配膳車につ
いて意見交換をしている様子です。他の医療機
器についても、患者さんの安全・安楽を確保し、医
療の質を向上するために多職種で意見交換を交
えながら選定しています。

新病院の病棟フロアに配置する什器（机、椅子）を、カ
タログや図面を見ながら、物はどれにするのか、場所
はどこに置くか等を意見交換している場面です。この
ようにすべての部署と打ち合わせを行っています。

　本年9月から始まった鉄骨建て方工事はみる
みるうちに建ちました。年内に鉄骨がすべて建
ちあがる予定です。毎日クレーン車等の大きな
重機が入り、作業していく様子は圧巻です。

新病院で使用する医療機器の
選定について意見交換

病棟フロアに配置する
什器の打ち合わせ

新病院建設が進んでいます !

患者さんの安全を考え
選んでいます

現場の職員の意見を
参考にしています
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療科特集診 Spec i a l  ed i t i on

透析開始前からの対応
　当院の透析ベッドは 26床あります。「安全・安
心な透析」をモットーに内科１名、泌尿器科２名
の常勤医、看護師・臨床工学技士も含めたチーム
スタッフとともに透析患者さんの受け入れをおこ
なっています。
　透析を開始する患者さんの多くは糖尿病に起因
する腎不全によるものです。腎不全を抱えた患者
さんに対し、すぐに透析治療に頼らず透析開始を

できるだけ遅らせるための治療をおこなっていま
す。具体的には内科専門医や糖尿病看護認定看護
師による透析予防外来などです。また透析開始に
なったとしても合併症などへの早期介入ができる
ことも強みです。
　また、最近では透析患者さんの血流悪化による
足の病変（壊疽など）を予防するためのフットケ
アも重視されていますが、形成外科を中心とした
チームによる治療や循環器内科専門医による血管
内治療などのフットケアにも対応しています。

健和会大手町病院
透析室担当医
（泌尿器科・副院長） 栗栖　弘明
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　健和会大手町病院では、患者さんに寄り添った総合的な医療活動を提供す
るために、「24時間 365 日断らない救急医療」と合わせて、当院ならでは
の専門性を発揮した各診療科機能の提供をおこなっています。今回は当院の
透析室についてご紹介します。

For Safety＆Relief

日本泌尿器科学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医
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透析機器と合併症治療
　通常の血液透析の他に血液濾過透析（HDF）を
おこなっています。この方法は通常の血液透析と
比べて血圧が安定しやすく、イライラ感やかゆみ、
末梢神経症状の改善も期待ができます。当院では
最新のオンラインHDF、IHDF（小規模の HDF）
を導入して個々の患者さんに最適な透析方法を選
択しています。合併症への対応として潰瘍性大腸
炎やクローン病には白血球除去療法（GCAP）※1、
腹水の溜まった患者さんには腹水濾過濃縮再静注
法（CART）※2 もおこなっています。

※ 1…炎症を起こさせる細胞の除去をおこなうととも
に、その細胞の機能を変化させ、炎症をおこし
にくくする治療

※ 2…腹水を濾過濃縮しアルブミンなどの有用なタン
パク成分を回収する治療

チーム医療での管理
　透析室では月水金の午前・午後、火木土の午前
の 3クールを担当医 3名で対応しています。曜日
ごとの定期的な回診に加えて担当医 3名で月２回
のカンファレンスおこない、患者さんの治療方針
やスタッフが知り得た問題点や生活環境まで情報
共有を図りながら、より安全・安心な透析治療が
提供できるように努めています。回診には管理栄
養士も参加しています。
　また総合病院の透析室である強みをいかして、
循環器や消化器、整形外科、形成外科領域の合併
症にも他科と連携して迅速に対応しています。

万全のシャント管理
　透析患者さんにとってバスキュラーアクセス
（シャント）※3 は良好な透析治療を続けていくた
めの命綱であり、その管理はとても重要です。当
院では従来のシャント造影検査に加えて定期的な
超音波検査を新たに導入しました。この検査は安
全に施行できるだけでなく、血流量を数値にて評
価できるため早期のシャント機能低下を防ぐと
ともにシャント開存率の向上に繋がっています。
シャント血管の狭窄や閉塞にはPTA（経皮的血管
拡張術）をおこない、血管をできるだけ長持ちさ
せるように努めています。
　またシャント作成手術や長期留置用カテーテル
埋め込み手術もおこなっています。

※3…透析をおこなうために腕や手につくる血液回路

さまざまなニーズに
お応えします
　当院は急性期病院として 24時間救急患者の受
け入れをおこなっており、他の施設で透析をされ
ている患者さんの緊急時の入院透析にも対応して
います。安心して透析を受け、症状が落ち着いた
ら元の施設に戻っていただける体制を備えていま
す。
　また、地域包括病棟もありますので、他院での
急性期治療が終わった透析患者さんの退院までの
管理や帰省、旅行による臨時透析の受け入れもお
こなっています。
　誰もが安心できるよい医療と福祉を患者さんに
提供できるようスタッフ一同頑張っていますので
今後ともよろしくお願い申し上げます。

診療時間 月 火 水 木 金 土
8:15 ～ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14:00 ～ 〇 ー 〇 ー 〇 ー

透析室担当医：左から栗栖医師、是永医師（内科・腎代謝
科主任部長）、池田医師（泌尿器科・主任部長）

透析治療スケジュール
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ら元の施設に戻っていただける体制を備えていま
す。
　また、地域包括病棟もありますので、他院での
急性期治療が終わった透析患者さんの退院までの
管理や帰省、旅行による臨時透析の受け入れもお
こなっています。
　誰もが安心できるよい医療と福祉を患者さんに
提供できるようスタッフ一同頑張っていますので
今後ともよろしくお願い申し上げます。

診療時間 月 火 水 木 金 土
8:15 ～ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14:00 ～ 〇 ー 〇 ー 〇 ー

透析室担当医：左から栗栖医師、是永医師（内科・腎代謝
科主任部長）、池田医師（泌尿器科・主任部長）

透析治療スケジュール
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外科・麻酔科・救急科・内科・小児科・肛門科

          みどりヶ丘クリニック

医療の方針を教えてください
　患者第一、あたたかい医療を目指しております。スタッ
フ一同「ONE TEAM」を合い言葉に地域医療の一端を担
うことができるよう誠心誠意努めて参りたいと思います。

医院の特徴を教えてください
　前身の「きたがわ内科
小児科クリニック」は、
平成4年に日明の地で北
川淳二先生により産声
をあげ、健和会大手町病
院をはじめ周辺の医療
機関の皆様に支えられ
ながら28年間、地域医療の一端を担うことができました。
お世話になりました周辺医療機関の先生方、他職種の方々、
そして地域住民の方々に心より感謝申し上げます。そして
北川淳二先生、長い間お疲れ様でした。心より御礼申し上
げます。

健和会大手町病院との連携について
　前院長の北川先生は開業前に健和会大手町病院で10年
間研鑽されたこともあり、ご開業後も大手町病院を非常
に頼りにされて患者様のご紹介をよくしておられました。
いつも迅速で適確な医療を提供して頂き誠にありがとう
ございます。大手町病院の職員様方はご対応も良く、安
心してご相談できる病院だと思っております。これからも、
より専門的な知見が必要な患者様や入院、手術が必要な
患者様など、多くのことでお世話になると思います。今
後とも前任者同様格別のご指導ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。 〒803-0831　北九州市小倉北区日明2-17-15　TEL 093-583-0303

H e l l o !  c o o p e r a t i v e  C l i n i c  D o c t o r

健和会大手町病院にご協力いただいている医院を訪問  

手を結んで地域の医療ネットワークづくりを推進しています

89

　令和2年4月に前医より引き継ぎました、『みどりヶ丘ク
リニック』の裵院長は、内科・小児科・外科をはじめ胃カメラ・
大腸カメラなど幅広く診療されていました。外観もリニュー
アルされ、先生の人柄が伺える優しい雰囲気のクリニックで、
あたたかく対応して頂きました。今後ともよろしくお願い
致します。         インタビュアー：椿　三枝子（医療連携部）

趣味や休日の過ごし方は？
　腕立て、ストレッチ、ウォーキングなど体を動かすこ
とが好きです。スポーツ観戦も好きで、特にラグビーは
良く観ます。

読者のみなさんにひとこと
　令和2年4月から北川淳二院長からわたくし裵  惺哲

（はい  せいてつ）へと引き継がれ、クリニック名は「医
療法人みどりヶ丘クリニック」となりました。引き続き
地域医療の一端を担うことができますよう誠心誠意努
めて参りたいと思います。健和会大手町病院はじめ周
辺の医療機関の皆様と地域住民の皆様には、今後とも
変わらぬ御高配、御愛顧を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。

院長の裵  惺哲（はい せいてつ）先生とスタッフのみなさん

〒 803-0831   北九州市小倉北区日明2 -17-15
TEL  093-583-0303　　FAX　093-583-0300

西小倉駅

東港JCTみどりヶ丘クリニック
医療法人 都栄会医療法人 都栄会
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日明交番前

西小倉駅前
大門一丁目

山陰新
幹線

鹿児島本線

日田
彦山
線

マックスバリュ
小倉愛宕店

日明小学校

医療法人
都 栄 会
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　“健康”を守る
　大切な窓口として
　当院では多くの医師、スタッフが
それぞれの専門分野で健診を受け
られる皆様の検査や読影に関わっ
ています。検査内容や健診結果に
ついて必要に応じて詳細な説明を
行うなど、より精度の高い健診を目
指しています。

　健康寿命を延ばすために
　年に一度は
　「健診・がん検診」
　健診は、特に自覚症状のない人
が、自分の健康状態を知って、生活
習慣病を予防したり、隠れた病気を
発見するために行います。
　今や日本人の３人に１人が“がん”
で亡くなる時代です。がん検診を
受け、早期発見・治療をすることが
大切です。
　当院では、乳がん検診や子宮が
ん検診など、いろいろな健診・検診
を同日に受けることができます。ぜ
ひお気軽にご相談ください。

職 場 紹 介

地域の皆様の健康づくりをサポート

健診課
　健診課は医師２名、保健師２名、事務６名の計１０名のチームです。総合病院の健診部
門として他の検査部門と連携し、人間ドック・脳ドック・企業健診・各種がん検診・特定健診
など幅広い健診を実施しており、その数は年間１万件超。２００８年に特定健診制度が始まっ
て以降、健診数も年々増加しています。

健和会大手町病院
健診課の詳細内容・
お問い合わせ等は
コチラまで

▲ ▲ ▲ ▲
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表紙の写真

●広報誌に関するご意見・ご要望は下記までお願いします。
　差出先の明記がある方には直接ご連絡にて説明させて頂くこともあります。
公益財団法人 健和会

〒803-8543 北九州市小倉北区大手町15-1
TEL 093-592-5511（代）   
FAX 093-592-5966
E-mail  renkei@kenwakai.gr.jp
http://www.kenwakai.gr.jp/健和会大手町病院  広報委員会

　あけましておめでとうございます。昨年は何かと不
安な1年でしたが、みなさまは良いお正月をお迎えで
しょうか。今年は丑年ということで宮地嶽神社の小さ
な撫で牛をご紹介します。自分の痛い所を撫で、同じ
ようにその牛を撫でることで痛みが和らぐといわれて
います。分散参拝でお参りされる際にはぜひ探してみ
てください。

●第 2・第 4土曜日は休診になります。
●午後の内科診療は、予約の方を対象とした専門外来のみです。

ご注意ください

By ： manana

宮地嶽神社の撫で牛
休診日のお知らせ

2月

1月 1・2・3・9・10・11・
17・23・24・31日

7・11・14・21・
23・27・28日

●診療体制が変更される場合がありますので、詳細はお問い合わせください。
●水曜の耳鼻科は検査のため 11 時以降 1 時間程度中断することがあります。

外来担当医師（1月予定）
診療受付／午前…8:40～11:30　午後…13:30～16:00※午後は予約のみです。
　　　　　（初診の受付は午前8:40～ 11:00まで）
診療時間／午前…9:00～12:00　午後…14:00～17:00
休 診 日／日曜・祝日、第２・4土曜、年末年始（12月30日～１月３日）

特別診療
（予約制）

午　　前

救 急 科 西中　徳治（月曜）
感 染 症 科 水野なずな（木曜 10：00 ～ 12：00）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（月曜・火曜 9：30 ～ 11：00）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（金曜 9：30 ～ 12：00）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（土曜／休診日除く）

午　　後

高 血 圧 井上三保子（月曜）
脳神経外科 頭痛専門（水曜）　米田　浩
脳神経外科 パーキンソン・てんかん・痛み専門（月曜・土曜／不定期）　井本　浩哉（山口大学 脳神経外科）
脳神経外科 小児脳神経外科専門（月１回／不定期）　野村　貞宏（山口大学 脳神経外科）
労 働 衛 生 田村　昭彦（月曜）
病 理 診 断 松木　康真（水曜・金曜）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（水曜／ 14：30 ～ 16：00） 
整形外科・漢方 鳴戸　聰雄（火曜・木曜／ 14：00 ～ 16：00）
フットケア外来 石井　義輝（第 2・第 4 火曜日）
呼吸器内科 榊原　秀樹（火曜／14：00 ～ 17：00）
呼吸器内科 赤田憲太朗（金曜／14：00 ～ 17：00）
循環器内科 河野　俊一（第４木曜／13：30 ～ 17：00）

月 火 水 木 金 土

内 　 　 科 午前

是 永 秀 樹（糖　尿）

下 園 孝 治（再　診）

近 藤 克 洋（循環器）

吉 野 麻 衣（初　診）

山 口 征 啓（初　診）

内 村 作 子（内科・糖尿）
（ 3 週 除 く ）

田 場 正 直（循環器）

中尾英太郎（内　科）

下 園 孝 治（初　診）

柴 田 裕 介（初　診）

是 永 秀 樹（糖　尿）

井上三保子（高血圧）

原 田 浩 介（初　診）

近 藤 克 洋（循環器）

渡 辺 　周（初　診）

東 雲 俊 昭（初　診）

下 園 孝 治（再　診）
井上三保子（高血圧）
河 野 俊 一（循環器）

（４週除く）
佐 竹 真 明（消化器）
中尾英太郎（初　診）

（ 不 定 期 ）
山 口 征 啓（初　診）
白 井 睦 訓（初　診）

（ 4 週 ）

山 口 征 啓（再　診）

名 和 田 彩（膠原病）
（10：00 ～）

内 村 作 子（内科・糖尿）

下 園 孝 治（初　診）

柴 田 裕 介（初　診）

是 永 秀 樹（糖　尿）

田 場 正 直（初　診）

金 澤 剛 志（初　診）

山 下 哲 史（初　診）

桐 谷 浩 一（初　診）

外 　 科 午前 松山　晋平
松山　純子

三宅　　亮
松田　知也

輪　番 三宅　　亮
香川　正樹

松山　晋平
奥川　　郁

①三宅 亮 ③古城 都
⑤松山　純子古城　　都

整 形 外 科 午前
酒井　和裕（手外科）

馬渡　玲子

古川　雄樹（手外科）
濵﨑　将弘（脊椎外科）

渡邉　利絵
鳴戸　聰雄

吉野興一郎（リウマチ）

坪根　　徹（手外科）

原口　和史（関節外科）

永吉　信介
酒井　和裕

（手外科・スポーツ）
馬渡　玲子
佐々木　悠

古川　雄樹（手外科）

濵﨑　将弘（脊椎外科）

原口　和史（関節外科）

輪　番

脳 神 経
外 　 科 午前 田中　信宏 篠山　瑞也

①③⑤岡史朗
②④山口大学輪番
（②④予約のみ）

奥　　高行 ①⑤輪番
③末廣栄一

産 婦 人 科 午前
佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄
今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 輪　番
妹尾　　悠 妹尾　　悠 妹尾　　悠

耳 鼻 科 午前 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明
皮 膚 科 午前 山本　淳子 田島　翔子 田島　翔子 山本　淳子 田島　翔子 輪　番
形 成 外 科 午前 増田　大介 多田　英行 増田　大介 多田　英行 輪　番
泌 尿 器 科 午前 栗栖　弘明 栗栖　弘明 栗栖　弘明 池田　英夫 池田　英夫 輪　番

小 児 科 午前 後山　和彦 後山　和彦 水野なずな 後山　和彦 後山　和彦 後山　和彦
午後 後山　和彦 後山　和彦 後山　和彦 後山　和彦

～
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